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２次冷却材漏えいナトリウムによる熱的影響について 
 
1 概要 
２次冷却材漏えい事故時の漏えいナトリウムによる熱的影響の解析の目的は、
漏えいナトリウムによる熱的影響が、隣接する健全ループに影響を及ぼすこ
となく、炉心冷却能力の解析において前提とする崩壊熱・残留熱除去系の系
統分離が損なわれないことを確認することである。 
２次冷却材漏えい事故では、漏えいナトリウムの流出・移送過程において、
漏えいしたナトリウムの顕熱及び燃焼熱によって、当該室の内圧が上昇し、
建物、構築物の健全性を損なう可能性がある。また貯留後において、建物コ
ンクリートの温度が上昇し、建物の健全性を損なう可能性がある。二つの可
能性に対し、当該室の内圧及び建物コンクリート温度が過度には上昇せず、事
故が安全に終止できることをナトリウム燃焼解析により確認した。 

 
2 燃焼解析 
漏えいナトリウムによる熱的影響の解析評価は、流出・移送過程及び貯留後
について行った。解析モデルの概要を図 1に示す。 
(a)流出・移送過程 

漏えいナトリウムが漏えい口から床ライナ上に流出し、床ライナ上を流
れて連通管開口部に達する過程の熱的影響を評価した。 
計算コード ASSCOPS を用い、実際よりも厳しい条件を仮定して、２次
主冷却系配管室における２次冷却材漏えい事故時の内圧及び雰囲気温度の
時間変化を解析した。 

(b)貯留後 
漏えいナトリウムが貯留場所に貯留された後の熱的影響を評価した。 
計算コード ASSCOPS を用い、実際よりも厳しい条件を仮定して、２次
ダンプタンク室における２次冷却材漏えい事故時の雰囲気温度及び建物床
コンクリート温度の時間変化を解析した。 

 
3 解析結果 

(a)流出・移送過程 
２次主冷却系配管室における内圧変化と雰囲気および床ライナ温度を図

2 に示す。内圧上昇は約 4.3kPa であり、原子炉補助建物当該室の耐圧
58kPa[gage]（0.6kg/cm2G）以下にとどまる。 

(b)貯留後 
２次ダンプタンク室における建物床コンクリート温度変化、雰囲気温度
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及び床ライナ温度を図 3に示す。 
建物床コンクリート温度の最高温度は約 140℃であり、コンクリートの
健全性が損なわれることはない。（「もんじゅ」用コンクリートで実施し
た試験の結果、175℃で約90日間加熱した場合にも健全性が保たれること
を確認している。[1]） 

 
4 結論 
漏えいナトリウムによる熱的影響については、流出・移送過程及び貯留後
について、部屋の内圧は原子炉補助建物当該室の耐圧以下であり、建物コン
クリートの温度も過度に上昇することはなく、その健全性が損なわれること
はない。 
したがって、２次冷却材漏えい事故時に、漏えいナトリウムによる熱的影
響が、隣接する健全ループに影響を及ぼすことなく、炉心冷却能力の解析に
おいて前提とする崩壊熱・残留熱除去系の系統分離が損なわれることはな
い。 
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